
第２学年 生活科 指導案 

第２学年２組    33 名 

場所    ２年２組教室 

 

 

 

 

１ 単元名 「あしたへつなぐ 自分たんけん」 

 

２ 単元の目標 
自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分のことを支えてくれた人々について考える

ことができ、自分が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどが

分かるとともに、これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの成

長への願いをもって、意欲的に生活することができるようにする。 

 

３ 本単元の評価規準とキャリア教育を通して育みたい力（評価規準マトリクス） 

※キャリア教育と関連が密接なものはゴシック体・太字 

低学年の基礎的汎用的能力（夢４） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人や社会と 

関わる力 
 

 

 

 

【人間関係形成・ 

社会形成能力】

 

・自分の思いを友達に

伝える力 

①自分の成長を支

えてくれた人々

の存在や自分と

の関わりに気付

いている。 

①友達の頑張って
いることや成長
に気付き、それを
伝えている。 

 

①自分の成長を支
えてくれた人々
に感謝の気持ち
をもち、伝えよう
としている。 

自分を 

みつめる力 
 

 

 

 

【自己理解・ 

自己管理能力】

 

・周りからよいところ

を教えてもらい、自

分のよさに気付く

力 

②自分が大きくな

ったこと、役割が

増えたことなど

が分かっている。 

③自分自身の良さ

や可能性に気付

いている。 

②過去の自分と現

在の自分を比べ

ながら、自分の成

長を捉えている。 

 

②自分のことをも

っと知りたいと

いう思いをもっ

て、自分の成長を

振り返ろうとし

ている。 

課題を 

やりぬく力 

 

 

 

 

【課題対応能力】 

 

・自分のめあてをもっ

て実行する力 

 ③具体的な手掛か

りを見付けなが

ら、過去の自分自

身や出来事を振

り返っている。 

③成長を振り返る

ために、手がかり

を見付けたり集

めたりして意欲

をもって調べよ

うとしている。 

次に 

つなげる力 

 

 

 

 

【キャリア 

プランニング能力】

 

・自分の課題に気付

き、次に生かそうと

する力 

 ④３年生の生活で

やりたいことや

がんばりたいこ

とを考えている。 

⑤自分の成長への

願いをもち、これ

からの生活につ

いて表現してい

る。 

④これまでの生活

や成長を支えて

くれた人々に感

謝の気持ちをも

ち、意欲的に生活

しようとしてい

る。 

研究主題   豊かに生きる力の育成 

～自分を知り「なりたい自分」に近付くキャリア教育の実践～ 

 



４ 部会提案 

（１）児童の実態と単元観  

  第２学年の３学期になり、１学期の頃よりも落ち着いて学習活動に取り組めるようになった。生活

科の学習では、単元ごとに振り返りを必ず行うことで、各単元での学習活動を通して自分がどんなこ

とができるようになったかを自分の言葉で書けるようになってきた。しかし、行動面での振り返りが

中心で、心情面での自分の頑張りや成長に気付けている児童は少ない。 

  本単元では、自分の成長を振り返るときに、友達や保護者から見た成長の様子を聞く活動を取り入

れている。そうすることで、自分で気付いていなかった自分の良さや、心情面での成長に気付き、自

己肯定感が高まったり、相手の良さを見付けられたりできるようになると考える。また、友達の成長

に関心をもったり、お世話になった人たちの存在に気付いたりできるようになると考える。 

  キャリア教育の視点では、この単元を通して特に「自己理解・自己管理能力」を育んでいきたい。

そのために、本単元では、自分自身の良さや可能性に気付き、これからも成長できることが分かり、

３年生でも意欲的に生活しようとする力を伸ばしたい。また、友達の頑張りを見付け、伝え合う活動

を通して、自分自身の気付かなかった良さや成長に気付くとともに、友達の良さや成長に気付き、こ

れからもよりよく関わろうとする「人間関係形成・社会形成能力」を育んでいきたい。 
（２）低学年の目指す児童像と本単元で重点となる基礎的・汎用的能力 

 

 

 

 

 

（３）目指す児童像を実現するための手だてと関連する夢４ 

【手だて１】：意欲的に活動しようとする主体性を引き出すために 

○児童の思いや願いを大切にした単元計画の工夫 

  教師が学習活動を一方的に決めるのではなく、児童の思いや願いを基に活動計画を取

り入れることで、児童一人一人の「やってみたい」という主体性をもたせる。 

〇３年生との交流活動を取り入れる 

  ２年生の終わりが見えてくると、いよいよ３年生になるという意識が芽生えてくる。

「もうすぐ３年生になる」という期待をエネルギーに３年生の様子を聞きに行く活動を

設定することで、進級への期待を高め、これからも意欲的に活動しようとする思いにつ

なげたい。 

【夢４】 

【手だて２】： 自分の良さや成長に気付かせるために 

〇星カードや生活科ノートの活用 

  教室に掲示されている星カードや生活科ノートの振り返りには１年間の学習活動での

自分の成長が記されている。それを自分自身の成長に気付かせる資料とするとともに、

それ以外にも自分ができるようになったことがないかを考えることができる。 

〇友達の頑張りを見付け、伝える活動を設定 

  友達のがんばりを見つけ、伝える活動を設定することで、友達から自分のよさや成長

を伝えてもらい、自分自身の気付かなかった良さや成長に気付けるようにする。また、

友達の良さや成長を考えることで、友達の良さや成長に気付き、これからもよりよく関

わろうとする思いにもつなげる。 

【夢４】 

 

 

 

 

挑戦（try） 

挑戦し、自分の「できる」を見付ける子ども 

人間関係形成・社会形成能力 キャリアプランニング能力 

課題対応能力 自己理解・自己管理能力 



５ 指導計画（全２６時間） 

 学習内容 主な学習活動 ◆指導上の留意点 
【評価規準】 

基礎的・汎用的能力 

学
習
課
題
を
つ
か
む 

１ 

 明日へつな

ぐ自分たん

けん～学習

の見通しを

もとう～ 

 

○今の自分の頑張っていると

ころやできるようになった

ことを振り返る。 
○今の自分から前（過去）とこれ

から（未来）はつながっている

ことを知り、「どのように成長

してきたか。」「これからどうな

りたいか。」を学習していくこ

とを確かめる。 

◆「夢 4ファイル」の振り返

りから、児童一人一人がど

んなことができるように

なったと感じているかを

想定しておく。 
◆今・過去・未来を時系列で確

かめることで、これからの学

習の見通しをもたせる。 

【主②】 

見
つ
め
る 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

「今」の自

分を見つめ

よう～大き

くなった自

分について

考えよう～ 

 

○以前と比較してできるよう

になったことや得意になっ

たことを考え、今の自分は

どんな自分なのかを表現す

る。（入学してから現在ま

で） 

○友達の良いところや成長し

たところを考え、カードな

どに書いて伝え合う。 

○学校や家庭でどんな立場を

担ってきたのか、以前と変

わったことはないかを考

え、伝え合う。 

○できるようになったことが

どのくらいあるのかを考

え、気付いたことを自分な

りの方法で表現する。 

◆行事の記録写真をスライド

資料で見せたり、生活科カー

ド、夢 4 ファイルを見たりし

て、頑張ってきた気持ちでい

っぱいになるような環境を作

る。 

◆一人一人のまとめ方の差を

なくすために、紙に貼って巻

物形式でまとめていく。 

◆友達の頑張りを見付け、伝え

る活動を設定することで自

分自身の良さに気付き、自身

の見方を広げるきっかけを

作る。 

◆家族や周りの人から成長し

たことをカードに書いても

らうことで、自分の成長には

たくさんの人が関わり、応援

していることに気付かせる。 

【思・判・表②】 

【知・技②】 

７ 

８ 

９ 

10 

「過去」の

自分にタイ

ム ト リ ッ

プ！～周り

の人に聞い

て、自分の

成長をまと

めよう～ 

○生まれたばかりの頃の自

分の身体的な大きさを知

る。 

○家族やお世話になった身

近な人に自分の小さい頃

（就学前）のことを取材

し、聞いたことを交流す

る。 

○集めた情報を基に、自分の

成長をまとめる。 

○中間発表会を行い、まとめ

方の工夫に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆養護教諭と連携して授業

を行う。生まれたばかりの

様子について知ることで、

小さかった頃の自分の様

子に関心をもたせる。 

◆様々な家庭環境を考慮

して、就学前のどの時点

を調べるかは子どもに

決めさせる。また、取材

する人は家族だけでな

く、お世話になった身近

な人でもよいこととす

る。 

◆一人一人、まとめ方の工

夫ができるように何種

類かのワークシートを

準備する。 

◆中間発表会を設定した

り、作業の時間差を利用

して交流の時間を設けた

りして、まとめ方の工夫

に気付かせる。 

【主③】 

【思・判・表③】 

 

 



11 

12 

13 

14 

本

時 

15 

16 

「過去」の

自分にタイ

ム ト リ ッ

プ！～自分

の成長を振

り返ろう～ 

○自分の成長をまとめたもの

を交流し、感想を伝え合う。 

○誰がどのように成長を支

えてくれたか考え、友達と

自分の成長を伝え合いな

がら、互いに認め合い、喜

びを味わう。 
○今までお世話になった方々 

を振り返り、「ありがとう大

作戦」を計画・実践する。 

◆発表・交流後は一人一人発

表した児童へ感想を書き、

思ったことや感じたこと

を伝え合う。 

◆多くの方の支えがあって

成長できたことに気付け

るように、「自分がここま

で大きく成長できたのは、

どんな方の支えがあった

か」と問い掛け、ウェブマ

ップ形式でまとめる。 

◆お世話になった方、それぞ

れに合った感謝の気持ち

の表し方ができるように、

グループで話し合いをし

て計画を立てさせる。 

 

【知・技①】 

 

 

 

【思・判・表①】 

 

 

 

【主①】 

 

広
げ
る 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

「未来」の

自分をのぞ

い て み よ

う！～３年

生になった

ら～ 

○３年生の教室に行き、３年

生の生活について話を聞

いたり、学習の様子を実際

に見せてもらったりする。 

○３年生がどんなことをし

ていたか、どんなふうに見

えたか、３年生でやってみ

たいことなどを発表し合

う。 

◆「もうすぐ３年生だけど、

今とどんなところが違う

のでしょう。」と問い掛け、

今との違いを比べたり、３

年生へ向けての期待を膨

らませたりしながら見学

できるようにする。 

◆３年生への取材の後、気

付いたことや見付けた

ことを交流し、どんなこ

とが楽しいかという心

情的な交流も行う。 

 

【思・判・表④】 

 

24 

25 

26 

明日へつな

ぐ自分たん

けん～これ

からの自分

を考えよう

～ 

○これまでの自分を振り返

るとともに、自分がなりた

い３年生の姿を考えてワ

ークシートにまとめる。 

○「明日へつなぐ自分たんけ

ん」集会を行い、自分の目

指すなりたい３年生の姿

を伝え合う。 

 

◆学級活動「２年生のわた

し」の振り返りと関連さ

せて、「自分がなりたい

３年生の姿」を考える。 

◆「自分の目指すなりたい

３年生の姿」の決意表明

を行わせるために、集会

活動を取り入れる。 

 

【知・技③】 

 

 

 

【思・判・表⑤】 

【主④】 

 

 

 

※波線はキャリア教育の視点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 本時の学習（２６時間扱いの１４時間目） 
（１） 本時の目標 

今までお世話になった方々に感謝の気持ちを表す「ありがとう大作戦」の作戦を計画する活動
を通して、自分の成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、伝えようとすることができ
る。 

（２）キャリア教育の重点  

   ◎今までお世話になった方々に感謝の気持ちを表す「ありがとう大作戦」の作戦について思考 

ツールを活用して計画する活動を通して、自分の思いを友達に伝える力を育む。【人間関係形 

成・社会形成能力】 

（３）展開 
段

階 
学習活動 教材，教具，学習形態 指導・支援（○）評価（●） 

 

導

入 

１

０ 

分 

 

 

 

 

 

 

展

開 

２

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

１

０

分 

１ 前時の活動を振り返り、お世話になった

方々には、どんな方がいたかを思い出す。 
 
 
２ 本時のめあてを確かめる。 
 
 
 
 
 
３ 「だれに」「どんな方法で」感謝の気持ちを

伝えるかを考える。 
 ・「家族」に「手紙を書く」。 
 ・「野菜作りを手伝ってくれた小澤さん」に野

菜を育てた感想や勉強になったことを伝

える。 
 ・「町探検でお世話になったばあんの方」にあ

りがとうの手紙を集めて模造紙に貼る。 
 
４ グループでどの方法がよいか、話し合う。 

・「家族」は手紙という方法も出たけど、お

手伝いをするもいいと思います。 
・自分のことをがんばることもいいと思い

ます。 
 
５ グループの中で一番おすすめの作戦を紹

介し合う。 
 ・「子どもセンターばあん」の方には、いつで

も見られるように、模造紙にお手紙を貼っ

て渡すといいと思いました。 
 ・「家族」には手紙だけではなく、お手伝いを

したり、自分のことを自分でしたりすると

喜んでもらえると思います。 
 
 
 
６ 本時の振り返りを行う。 

・お世話になった人へ、ありがとうを伝える

方法をたくさん考えることができた。 
・次はばあんの方に手紙を書きたい。 
・友達の方法を聞いて、そのやり方もいいな

と思った。 
 

【全体】 

・前時でまとめた

ウェ ブ マッ プ

（模造紙） 

 

 

 

 

 

 

 

【個人】 

・ワークシート 

・付箋 

 

 

 

 

 

 

【グループ】 

・思考ツールを記

入した画用紙 

・付箋（個人で記入

したもの） 

 

【全体】 

・話し合いで活用

した画用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人】 

・生活科ノート 

 

 

○多くの方の支えでこれまで成長できた

ことが一目で分かるように、ウェブマッ

プの形で模造紙にまとめる。 

○「お世話になった方がたくさんいます

が、どうしたいですか。」と問い掛け、本

時のめあてにつなげる。 

 

 

 

 

○学習の流れを提示し、今何をする時間

か、どのくらいの時間で行うか見通しを

もたせる。 

○この後のグループでの話し合いに向け

て、自分の考えを付箋に書かせる。 

○「だれに」は赤、「どんな方法で」は青

の付箋に書き、分かりやすくする。 

○一人一人が書いた付箋を思考ツールが

書かれている画用紙に出し合うことで、

自分の思いを友達に伝えることができ

るようにする。 

 

 

 

 

○すべての作戦を紹介する時間がないの

で、それぞれのグループの一番おすすめ

の作戦を紹介させる。 

○それ以外のものについては、画用紙を見

て分かるようにする。 

○グループで紹介されなくても、教師がよ

いと思ったものについては、全体の共有

の時に触れる。 

●自分の成長を支えてくれた人々に感謝

の気持ちをもち、伝えようとしている。

【主①】 

 

 

○本時で頑張ったことやできたこと、友達

の考えでよかったことろ、次の時間にや

りたいことの視点で書かせる。 

※波線はキャリア教育の視点 

 

「ありがとう大作戦」の作戦を考えよう。 



７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あしたへつなぐ 自分たんけん 

めあて 「ありがとう大作せん」の作せんを考えよう。 

≪学しゅうのながれ≫ 

１． 自分で考える。 

２．グループで考える。 

３．みんなで考える。 

４．振り返り 

 

 

前時でまとめたウェブマップ 

 

 

だれに   どんな方法で だれに   どんな方法で 

だれに   どんな方法で だれに   どんな方法で 

自分の思いを友達に伝えよう！ 


